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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

中間連結会計期間
第58期

中間連結会計期間
第57期

会計期間
自2024年４月１日
至2024年９月30日

自2025年４月１日
至2025年９月30日

自2024年４月１日
至2025年３月31日

売上高 （百万円） 17,452 20,016 42,763

経常利益 （百万円） 1,862 2,262 4,869

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（百万円） 1,241 1,591 3,383

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 1,271 1,636 3,447

純資産 （百万円） 18,943 21,650 20,704

総資産 （百万円） 25,000 28,387 30,203

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 97.49 124.85 265.56

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 70.2 70.9 63.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,020 1,555 3,019

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △607 △642 △2,104

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △522 △723 △939

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（百万円） 2,086 2,358 2,170

 
　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．当社は、2025年７月31日開催の取締役会決議に基づき、2025年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合

で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１

株当たり中間（当期）純利益を算定しております。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社３社、以下同じ）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあり、緩や

かな景気回復の動きが続きました。一方、米国の通商政策の自動車産業等への影響、資源・エネルギー価格の高

騰、金利及び物価の上昇など、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループの属する情報サービス産業においては、大手プラットフォーマーの既存ソフトへの生成ＡＩ機能

の組み込みや、人の指示を必要とせずに複数の業務を遂行するような自律型ＡＩエージェントの導入が進むな

ど、ＡＩ関連市場は拡大傾向にあります。また、クラウドサービスの拡大、サイバー攻撃の高度化等を背景に、

情報セキュリティ需要の拡大が継続しております。これらにより、企業のＩＴ投資は引続き堅調に推移すると予

想されます。

このような事業環境のなか、当社グループは、2025年度中期経営計画の注力項目である「新ビジネスの立ち上

げ」、「既存顧客の深耕・接点の拡大」、「“人”の価値向上」、「業務運営体制の強化」、「菱友グループ強

化・最適化」を推進中であります。

当中間連結会計期間においては、大規模システム開発におけるプロジェクト管理の徹底と周辺領域の受注拡

大、解析・設計やＡＩ等の領域における既存顧客の深耕、情報セキュリティや生成ＡＩ等の分野における積極的

な営業活動と事業開発の推進、社内のナレッジ活用や品質向上等の全社機能強化に取り組みました。

以上の結果、システム開発、解析・設計関連を中心に拡大基調を維持することができました。

当中間連結会計期間の業績は、売上高200億16百万円（前年同期比 14.7％増）、営業利益22億５百万円（前年

同期比 19.7％増）、経常利益22億62百万円（前年同期比 21.5％増）、親会社株主に帰属する中間純利益15億91

百万円（前年同期比 28.2％増）となりました。

(2）財政状態の状況

（資産）

当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて18億15百万円減少し283億87百万円とな

りました。受取手形、売掛金及び契約資産が減少したことが主な要因となっております。

（負債）

当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて27億61百万円減少し67億37百万円とな

りました。買掛金及び未払費用が減少したことが主な要因となっております。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて９億45百万円増加し216億50百万円と

なりました。利益剰余金が増加したことが主な要因となっております。

(3）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ１

億88百万円増加して、23億58百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の回収が進んだこと等により15

億55百万円の資金の増加となりました。（前中間連結会計期間は10億20百万円の資金の増加）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の取得による支出等により

６億42百万円の資金の減少となりました。（前中間連結会計期間は６億７百万円の資金の減少）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金を支払ったこと等により７億23百

万円の資金の減少となりました。（前中間連結会計期間は５億22百万円の資金の減少）
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(4）優先的に対処すべき事業上の課題

当中間連結会計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した優先的に対処すべき事業上の課題につ

いて重要な変更はありません。

(5）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(6）研究開発活動

当中間連結会計期間における研究開発活動の金額は、63百万円であります。

なお、当中間連結会計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 47,680,000

計 47,680,000

（注）当社は、2025年７月31日開催の取締役会決議に基づき、2025年10月１日付で株式分割に伴う定款の一部変更を行っ

ております。これに伴い、発行可能株式総数は23,840,000株増加し、47,680,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2025年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2025年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,389,856 12,779,712
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 6,389,856 12,779,712 － －

（注）当社は、2025年７月31日開催の取締役会決議に基づき、2025年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式

分割を行っております。これに伴い、株式数は6,389,856株増加し、12,779,712株となっております。

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2025年７月23日

（注）
3,888 6,389,856 14 739 14 303

（注）１．譲渡制限付株式報酬としての新株式発行による増加であります。

発行価格　　　7,480円

資本組入額　　3,740円

２．当社は、2025年７月31日開催の取締役会決議に基づき、2025年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で

株式分割を行っております。これに伴い、株式数は6,389,856株増加し、12,779,712株となっております。
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(5)【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

 三菱重工業株式会社  東京都千代田区丸の内三丁目２番３号 19,901 31.21

 菱友社員持株会  東京都港区芝浦一丁目２番３号 13,373 20.97

 加藤　眞人  神奈川県横浜市 1,900 2.98

 株式会社三菱ＵＦＪ銀行  東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 1,550 2.43

 株式会社日本カストディ銀行（信託口）  東京都中央区晴海一丁目８番12号 1,195 1.87

 光通信ＫＫ投資事業有限責任組合

 無限責任組合員　光通信株式会社
 東京都豊島区西池袋一丁目４番10号 1,034 1.62

 石塚　文代  栃木県日光市 700 1.10

 明治安田生命保険相互会社  東京都千代田区丸の内二丁目１番１号 565 0.89

 ダイヤモンドオフィスサービス株式会社  東京都港区芝浦三丁目17番12号 565 0.89

 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社  東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 538 0.84

計 － 41,321 64.79

（注）2025年４月23日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、光通信株式会社が2025年４
月16日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当中間連結会計期間末現在におけ
る実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。
なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は次のとおりであります。
大量保有者 光通信株式会社
住所 東京都豊島区西池袋一丁目４番10号
保有株券等の数 株式　317,800株
株券等保有割合 4.98％

 
(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 12,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,367,600 63,676 －

単元未満株式 普通株式 9,756 － －

発行済株式総数  6,389,856 － －

総株主の議決権  － 63,676 －

 

②【自己株式等】

    2025年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

株式会社菱友システムズ
東京都港区芝浦

一丁目２番３号
12,500 － 12,500 0.20

計 － 12,500 － 12,500 0.20

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１　【中間連結財務諸表】

(1)【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,170 2,358

受取手形、売掛金及び契約資産 11,608 8,175

商品 257 363

仕掛品 140 701

預け金 8,036 8,085

その他 790 977

貸倒引当金 △12 △7

流動資産合計 22,989 20,654

固定資産   

有形固定資産 533 549

無形固定資産 585 509

投資その他の資産   

繰延税金資産 2,465 2,464

その他 3,628 4,209

投資その他の資産合計 6,094 6,673

固定資産合計 7,213 7,733

資産合計 30,203 28,387

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,847 1,788

未払法人税等 1,060 713

役員賞与引当金 131 －

工事損失引当金 1 0

未払費用 3,925 3,035

その他 1,147 811

流動負債合計 9,113 6,349

固定負債   

退職給付に係る負債 352 376

その他 33 11

固定負債合計 385 387

負債合計 9,498 6,737

純資産の部   

株主資本   

資本金 725 739

資本剰余金 292 307

利益剰余金 17,992 18,915

自己株式 △9 △10

株主資本合計 19,000 19,951

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 64 74

土地再評価差額金 △213 △213

退職給付に係る調整累計額 314 305

その他の包括利益累計額合計 164 166

非支配株主持分 1,538 1,532

純資産合計 20,704 21,650

負債純資産合計 30,203 28,387
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(2)【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 17,452 20,016

売上原価 13,674 15,590

売上総利益 3,777 4,426

販売費及び一般管理費   

従業員給料及び手当 746 863

その他 1,187 1,357

販売費及び一般管理費合計 1,934 2,220

営業利益 1,843 2,205

営業外収益   

受取利息 10 29

有価証券利息 － 27

受取配当金 1 2

助成金収入 6 －

その他 1 3

営業外収益合計 18 63

営業外費用   

固定資産除却損 0 5

その他 － 0

営業外費用合計 0 6

経常利益 1,862 2,262

特別利益   

投資有価証券売却益 － 22

特別利益合計 － 22

税金等調整前中間純利益 1,862 2,284

法人税等 598 649

中間純利益 1,263 1,635

非支配株主に帰属する中間純利益 22 43

親会社株主に帰属する中間純利益 1,241 1,591
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益 1,263 1,635

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 14 10

退職給付に係る調整額 △7 △9

その他の包括利益合計 7 0

中間包括利益 1,271 1,636

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 1,249 1,593

非支配株主に係る中間包括利益 21 42
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(3)【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 1,862 2,284

減価償却費 158 175

株式報酬費用 7 7

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6 △5

工事損失引当金の増減額（△は減少） △0 △1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △43 △70

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △61 △131

固定資産除却損 0 5

受取利息及び受取配当金 △11 △59

投資有価証券売却損益（△は益） － △22

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 3,204 3,438

棚卸資産の増減額（△は増加） △899 △667

その他の資産の増減額（△は増加） △20 △143

仕入債務の増減額（△は減少） △1,060 △1,058

未払費用の増減額（△は減少） △733 △890

その他の負債の増減額（△は減少） △727 △364

小計 1,668 2,497

利息及び配当金の受取額 5 42

法人税等の支払額 △654 △985

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,020 1,555

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △59 △112

有形固定資産の売却による収入 － 0

無形固定資産の取得による支出 △30 △9

投資有価証券の取得による支出 － △489

投資有価証券の売却による収入 － 25

預け金の増減額（△は増加） △516 △49

その他 0 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー △607 △642

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △4 △4

配当金の支払額 △476 △669

非支配株主への配当金の支払額 △42 △49

自己株式の取得による支出 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △522 △723

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △110 188

現金及び現金同等物の期首残高 2,196 2,170

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 2,086 ※ 2,358
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【注記事項】

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法

人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
至 2025年９月30日）

現金及び預金勘定 2,086百万円 2,358百万円

現金及び現金同等物 2,086 2,358

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年４月26日

取締役会
普通株式 477 75 2024年３月31日 2024年６月27日 利益剰余金

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年10月31日

取締役会
普通株式 414 65 2024年９月30日 2024年12月６日 利益剰余金

 
Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年４月28日

取締役会
普通株式 669 105 2025年３月31日 2025年６月26日 利益剰余金

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年10月31日

取締役会
普通株式 542 85 2025年９月30日 2025年12月９日 利益剰余金

（注）当社は、2025年７月31日開催の取締役会決議に基づき、2025年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株
式分割を行っておりますが、「１株当たりの配当金（円）」については、当該株式分割前の金額を記載しており
ます。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは情報サービスの単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：百万円）

 

前中間連結会計期間

（自　2024年４月１日

至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間

（自　2025年４月１日

至　2025年９月30日）

一定の期間にわたり移転される財 598 851

一時点で移転される財 16,694 19,006

顧客との契約から生じる収益 17,292 19,857

その他の収益 159 158

外部顧客への売上高 17,452 20,016

（注）「その他の収益」は、ファイナンス・リース取引に係る収益であります。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

１株当たり中間純利益 97円49銭 124円85銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益

（百万円）
1,241 1,591

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益（百万円）
1,241 1,591

普通株式の期中平均株式数（株） 12,736,738 12,749,915

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、2025年７月31日開催の取締役会決議に基づき、2025年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で

株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当

たり中間純利益及び普通株式の期中平均株式数を算定しております。

EDINET提出書類

株式会社菱友システムズ(E04995)

半期報告書

13/18



（重要な後発事象）

（株式分割及び定款の一部変更）

当社は、2025年７月31日開催の取締役会の決議に基づき、2025年10月１日付で株式分割及び株式分割に伴う定款

の一部変更を行っております。

 

１．株式分割

（１）株式分割の目的

株式分割を行い投資単位あたりの金額を引き下げ、より投資がしやすい環境を整えることで、株式の流

動性を高めるとともに、投資家層の拡大を図ることを目的としております。

 

（２）株式分割の概要

①　分割の方法

2025年９月30日(火)を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普

通株式を１株につき２株の割合をもって分割しております。

 

②　分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数 6,389,856株

今回の株式分割により増加する株式数 6,389,856株

株式分割後の発行済株式総数 12,779,712株

株式分割後の発行可能株式総数 47,680,000株
 
 

③　分割日程

基準日公告日 2025年９月12日(金)

基準日 2025年９月30日(火)

効力発生日 2025年10月１日(水)
 
 

（３）１株当たり情報に及ぼす影響

当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、以下のとおりで

す。

 

前中間連結会計期間

（自　2024年４月１日

　　至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間

（自　2025年４月１日

　　至　2025年９月30日）

１株当たり中間純利益（円） 97.49 124.85

潜在株式調整後

１株当たり中間純利益（円）
－ －

 

２．定款の一部変更

（１）変更の理由

今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、2025年10月１日(水)をもって、当社定

款第６条に定める発行可能株式総数を変更しております。

 

（２）定款変更の内容

変更の内容は次のとおりであります。

変更前定款 変更後定款

（発行可能株式総数） （発行可能株式総数）

第６条　当会社の発行可能株式総数は、

２３，８４０，０００株とする。

第６条　当会社の発行可能株式総数は、

４７，６８０，０００株とする。
 
 

（３）定款変更の日程

効力発生日　　　2025年10月１日(水)
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３．その他

（１）資本金の額の変更

今回の株式分割に際して、資本金の額に変更はありません。

 

（２）当社取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く）に対して割り当てる譲渡制限付株式の総数

の調整

2022年６月24日開催の当社第54回定時株主総会で決議された当社取締役（監査等委員である取締役及び

社外取締役を除く）に対する譲渡制限付株式報酬において、今回の株式分割に伴い、譲渡制限付株式とし

て新たに発行又は処分する普通株式の総数（年間）の上限を2025年10月１日から以下のとおり調整してお

ります。

 
新たに発行又は処分する普通株式の総数（年間）の上限

調整前 調整後

当社取締役（監査等委員である取締

役及び社外取締役を除く）
30,000株以内 60,000株以内

 

２【その他】

(1)期末配当

2025年４月28日開催の取締役会において、第57期の期末配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………669百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………105円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2025年６月26日

（注）2025年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。

(2)中間配当

2025年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………542百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………85円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2025年12月９日

（注）１．2025年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

２．「１株当たりの金額」については、基準日が2025年９月30日であるため、2025年10月１日付の株式分割

前の金額を記載しております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年11月12日

株式会社菱友システムズ

代表取締役社長　　安井　譲　殿

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森田　祥且

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 須田　憲司

 
 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社菱友

システムズの２０２５年４月１日から２０２６年３月３１日までの連結会計年度の中間連結会計期間（２０２５年４月１

日から２０２５年９月３０日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中

間連結包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社菱友システムズ及び連結子会社の２０２５年９月３０日現在の財政状態並びに同

日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財
務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以上
 
（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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